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要   旨：昨今,新型コロナウイルスに起因する差別が社会問題となっている. 

本研究では結核を例に取り上げ,過去に結核患者に対する重大な差別意識を持っていた社会

が,どのようにしてその差別意識を解消させてきたかを分析する.その分析結果をもとにして

差別問題の解消に必要な観点を考察し,新型コロナウイルスおよび他の感染症に起因する差

別被害を減少させる. 
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第三節 人々の結核に対する認識と治療法の確立の相

関関係 

第四節 第二章のまとめ 

第三章 治療法の確立と結核療養所の立地・機能変化 
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関係者への差別を考察 

 第一節 新型コロナウイルス罹患者,及び関係者への

差別の例 

 第二節 新型コロナウイルスによる差別はなくなるか 

 第三節 新型コロナウイルスによる差別被害を少しで

も減らすために我々がとるべき対応 
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第一章 アンケート調査から仮説を設定する 

第一節 アンケート調査の概要と結果 

本校高校生からその保護者家族35歳～79歳の男女

55 人に対して 2020 年 10 月に結核についてのアンケ

ート調査を実施した. 

ここでは,「結核に対して恐怖心を抱いていますか」

という問の回答結果を結核の治療法を知っている集

団と知らない集団に分けて分析しところ下図のよう

な結果が得られた. 

 

 

 

 

 

ここから,治療法を知らない集団では恐怖心を抱く

と答えた人が 44.8％いたのに対し,治療法を知って

いる集団では恐怖を感じると答えたのが 20.0％とな

り半分以下になっていることがわかる.つまり,治療

法を知っていると恐怖心を抱きにくくなるといえる. 

 

第二節 アンケート調査の結果から仮説を設定する 

アンケート調査の結果を踏まえて次の２つの仮説

を設定した． 

仮説１ 感染症に対する恐怖心が罹患者に対す 

る差別を引き起こす  

仮説 2 人々が確立された治療法を知ることで恐 

怖心が解消され,差別意識が減少する 

ここからは,この 2 つの仮説を検証するために,治

療法の確立による人々の結核に対する認識の変化を

見ていく. 



第二章 治療法の確立と感染症に対する人々の認識

の変化 

第一節 治療法の確立による世界的な死亡者数の減少 

下図は結核による死亡者数の変化を表している.

（出典：全日本民主医療機関連合会） 

 

 

 

 

 

 

 

図より日本では 1950 年代に結核の治療法（＝ストレ

プトマイシン）が確立され死亡者数が減少したことが

わかる. 

 

第二節 結核に対する治療法の確立後の結核患者に対

する人々の認識の変化 

治療法が確立され死亡者数が激減したたことで差

別問題にも大きな変化が見られる.ここでは兵庫県多

可町であった例をストレプトマイシン普及前,普及後

に分けてみていく. 

まず,普及前（1940 年代後半）にあった例として 

(1)結核罹患者に会うことができない 

(2)罹患者の使用した食器衣類の処分 

(3)結核の治療に用いた小屋が焼却される 

（参考：文芸誌『たかの風』第十四号 2020 年 3月 1

日多可町文化連盟発行） 

などが挙げられ,結核患者への大きな差別があったこ

とがわかる. 

しかし,ストレプトマイシン普及後（1960 年代後半）

では 

(1)面会の許可が出ることがあった 

(2)患者が施設の外へ出歩くことができた 

とされる. 

元結核患者の A 氏も被差別感はなかったと話して

いる. 

（参考：ストレプトマイシンの普及後の 1965 年に結

核に感染した多可町在住の A 氏への聞き取り調査） 

このように同じ町でもストレプトマイシンの普及

び前後では対応が大きく異なることがわかる. 

第三節 人々の結核に対する認識と治療法の確立の

相関関係 

下図はアンケート調査の問「結核に対して恐怖心を

抱いていますか」と「結核に効く薬を知っていますか」

の回答結果を世代別にまとめたものである. 

 

 

 

 

 

 

   

（60~69 歳の集団は回答者が一人だった為,無視して

扱った.） 

先述の図（死亡者数の変化）より死亡者数の減少を

実感した世代を 59~79 歳,減少を実感していない世代

を 49 歳以下とし,この二つのグループに分けて考え

ると，死亡者数の減少を実感した世代では治療法の認

知度が高く結核への恐怖心も減少していることが読

み取れる.しかし,死亡者数が既に少なく減少を実感

していない世代では治療法の認知度が低く結核への

恐怖心が高いことがわかる. 

このように恐怖心の有無には治療法の効果を実感

しているかが大きく関わっている. 

 

第四節 第二章のまとめ 

第一章の第二節より次の 2 点が明らかとなった． 

(1)治療法の確立以前には結核罹患者への差別が 

あったこと 

(2)治療法の確立後,結核が治る病気という認識 

が広まり差別が解消されたこと 

第二章の第三節からは，次の 2点がわかった． 

(1)治療法の効果を実感した世代は結核への恐怖心

が減少していることが分かった. 

(2)結核が身近な病でなくなり授業でのみ結核に関

する知識を得る若い世代では治療法の認知度が

低い為,結核への恐怖心も高いこと（同アンケー

トでは高校生の 3 割が結核に関する授業を受け

たことがあると回答） 

 

 



第三章 治療法の確立と結核療養所の立地・機能変化 

第一節 結核療養所の立地条件と第三章での検証内

容 

第一項 結核療養所の立地条件 

結核療養所は環境の良さや感染症拡大防止のため

という条件を満たす人家から離れた場所に建てられ

た.しかしこれは,結核に対する恐怖心から療養所を

人家の近くに置きたくないという差別的な意識の影

響もあったといえる. 

第二項 第三章での検証内容 

第三章では下記の事柄について実例を挙げながら

検証する. 

(1)結核患者の減少に伴い療養所から総合病院とな

った 

(2)結核療養所という認識がなくなり人家から離れ

た場所からアクセスのよい平地へと移動した 

 

第二節 実例検証 

第一項 兵庫県立療養所柏原荘の場合 

 

 

 

 

 

この病院では結核罹患者以外の受け入れは 1960 年

から行われ,移動は 2019 年に行われた.また,施設の

ある場所の標高は 125ｍ→93ｍ（-32ｍ）となってい

る. 

図（旧兵庫県立療養所柏原荘とその後身である兵庫

県立柏原医療センターの位置関係）と移動後の標高が

低くなったことから山裾から民家周辺の平地へ移動

したことがわかる. 

第二項 国立療養所青野原病院の場合 

 

 

 

 

この病院での結核罹患者以外の受け入れは 1969 年

から行われ,移動は 2015 年に行われた. 

また,施設のある場所の標高は 91ｍ→75ｍ（-16ｍ）と

なっている. 

図（旧国立療養所青野原病院とその後身である国立

病院機構兵庫あおの病院の位置関係）と標高が低くな

ったことから国道近くのアクセスのよい平地へ移動

したことがわかる. 

第三節 第三章のまとめ 

第三章 第一節,第二節で下記の三点が分かった. 

(1)結核の治療法の確立によって患者が減少し両病

院とも 1960 年代に総合病院化した 

(2)総合病院化が進む中で施設に対しての元結核療

養所という意識が人々からなくなった. 

(3)(1)の総合病院化とともに, (2)のような意識変

化に伴って 2010 年代には両施設とも人家から離

れた場所からアクセスのよい平地に移動できた. 

 

 

第四章 検証結果の総括 

第一節 第二,三章で得られた結果による考察 

第二章,第三章で得られた結果から以下のようにい

える. 

(1)治療法の確立以前は患者に対する差別があった. 

(2)治療法の確立によって死亡者数の激減とともに

その差別も解消に向かった. 

(3)治療法が確立していてもその実効性を知らない

若い世代は恐怖心を持ちやすい. 

(4)人々のもつ結核に対しての恐怖心が和らいだこ

とで療養所の立地機能が変化した. 

第二節 仮説の立証 

それぞれの検証により，設定した仮説が正しいこと

が証明された. 

検証結果(1)(3)より 

 仮説１「感染症に対する恐怖心が罹患者に対する

差別を引き起こす」. 

検証結果(2)(4)より 

 仮説２「人々が治療法を知ることで恐怖心がなく

なり差別意識が解消される」 

 

 

第五章 仮説検証から新型コロナウイルス罹患者,及

び関係者への差別を考察 

第一節 新型コロナウイルス罹患者,及び関係者へ

の差別の例 



新型コロナウイルス罹患者,及び関係者への日本に

おける差別の例は次のようなものが挙げられる. 

(1)医療従事者やその子どもへのいじめや保育所で

の預かり拒否 

(2)クラスターが発生した学校の生徒の写真の SNS

での拡散 

(3)感染を理由にした雇い止め 

新型コロナウイルス罹患者,及び関係者への海外に

おける差別の例は次のようなものが挙げられる. 

(1)公共の場での口頭による攻撃 

(2)SNS での侮蔑 

(3)教育へのアクセスの困難 

(4)医療関係者の帰宅禁止 

(5)ホームレスへの攻撃 

このように,新型コロナウイルスによる差別は日本

だけではなく世界的な問題であるといえる. 

 

第二節 新型コロナウイルスによる差別被害はなく

なるか 

結核に関する研究を通して有効な治療法が確立さ

れることで恐怖心が和らぎ,はじめて差別がなくなる

ことがわかった.このことから新型コロナウイルスへ

の有効な治療法が確立されていない現時点では新型

コロナウイルスに対する恐怖心がなくならない.よっ

て新型コロナウイルスに対する差別の完全な解消は

困難である. 

 

第三節 新型コロナウイルスによる差別被害を少し

でも減らすために我々がとるべき対応 

過去を振り返ると結核などの感染症に対する差別

の中には科学的根拠のない情報による恐怖心が原因

となったものが多くあった. 

今問題となっている新型コロナウイルスに対する

差別の中にもそういった事例があると考えられる.そ

こで差別被害を少しでも減らすにはこのような根拠

のない情報による恐怖心の解消が有効である. 

根拠のない情報による恐怖心を解消するために,新

型コロナウイルスに関係する事象に対しては科学的

根拠をもとに冷静に対応する必要があるといえる. 

このことが社会の一員として根拠なき差別を解消し

ていくために我々がとるべき行動である. 
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